
1 総括表 ※認定者数は、第1号被保険者のみ ※被保険者数、認定者数の実績値は、9月月報

※総給付費、給付費は、予防給付、第2号被保険者分を含む

　　（補足給付及び高額介護サービス費等を含まない）

計画値 実績値 対計画比 対計画差

年度 R6年度 R6年度 R6年度 R6年度 実績値と計画値との乖離が大きいことについて、その要因等

月数 12か月分 12か月分 12か月分 12か月分

第1号被保険者数 （人） 16,963 17,014 100.3% 51
要支援・要介護認定者数 （人） 3,660 3,688 100.8% 28
要支援・要介護認定率 （％） 21.6 21.7 100.5% 0.1
総給付費 （円） 5,261,012,000 5,385,969,913 102.4% 124,958千円

施設サービス （円） 2,586,479,000 2,718,865,978 105.1% 132,387千円
居住系サービス （円） 773,547,000 792,757,269 102.5% 19,210千円
在宅サービス （円） 1,900,986,000 1,874,346,666 98.6% △ 26,639千円

第1号被保険者1人あたり給付費 （円） 310,146.3 316,561.1 102.1% 6,414.7
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2 サービス別　利用者数（人） ※予防給付、第2号被保険者分を含む

計画値 実績値 対計画比 対計画差

年度 R6年度 R6年度 R6年度 R6年度 実績値と計画値との乖離が大きいことについて、その要因等

月数 12か月分 12か月分 12か月分 12か月分

小計 9,096 9,264 101.8% 168
介護老人福祉施設 3,396 3,294 97.0% △ 102
地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 588 588 100.0% 0
介護老人保健施設 4,416 5,023 113.7% 607
介護医療院 696 363 52.2% △ 333
介護療養型医療施設 0 19 19
小計 3,372 3,458 102.6% 86
特定施設入居者生活介護 1,320 1,489 112.8% 169
地域密着型特定施設入居者生活介護 0 0 0
認知症対応型共同生活介護 2,052 1,969 96.0% △ 83
訪問介護 2,532 2,504 98.9% △ 28
訪問入浴介護 300 162 54.0% △ 138
訪問看護 1,992 1,972 99.0% △ 20
訪問リハビリテーション 852 1,086 127.5% 234
居宅療養管理指導 3,936 3,573 90.8% △ 363
通所介護 5,448 5,723 105.0% 275
地域密着型通所介護 2,148 2,246 104.6% 98
通所リハビリテーション 3,264 3,147 96.4% △ 117
短期入所生活介護 1,716 1,875 109.3% 159
短期入所療養介護（老健） 108 159 147.2% 51
短期入所療養介護（病院等） 0 0 0
短期入所療養介護（介護医療院） 0 0 0
福祉用具貸与 15,240 15,136 99.3% △ 104
特定福祉用具販売 276 296 107.2% 20
住宅改修 300 243 81.0% △ 57
定期巡回・随時対応型訪問介護看護 12 21 175.0% 9
夜間対応型訪問介護 0 0 0
認知症対応型通所介護 612 581 94.9% △ 31
小規模多機能型居宅介護 348 410 117.8% 62
看護小規模多機能型居宅介護 0 0 0
介護予防支援・居宅介護支援 19,656 20,379 103.7% 723
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※予防給付、第2号被保険者分を含む

3 サービス別　給付費（円） ※特定入所者介護サービス費、高額介護サービス費及び高額医療合算介護サービス費を含まない

計画値 実績値 対計画比 対計画差

年度 R6年度 R6年度 R6年度 R6年度 実績値と計画値との乖離が大きいことについて、その要因等

月数 12か月分 12か月分 12か月分 12か月分

小計 2,586,479,000 2,718,865,978 105.1% 132,387千円
介護老人福祉施設 938,653,000 923,281,192 98.4% △ 15,372千円
地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 159,266,000 175,469,651 110.2% 16,204千円
介護老人保健施設 1,270,120,000 1,479,061,937 116.5% 208,942千円
介護医療院 218,440,000 134,638,304 61.6% △ 83,802千円
介護療養型医療施設 0 6,414,894 6,415千円
小計 773,547,000 792,757,269 102.5% 19,210千円
特定施設入居者生活介護 237,773,000 279,914,526 117.7% 42,142千円
地域密着型特定施設入居者生活介護 0 0 0千円
認知症対応型共同生活介護 535,774,000 512,842,743 95.7% △ 22,931千円
小計 1,900,986,000 1,874,346,666 98.6% △ 26,639千円
訪問介護 119,214,000 111,393,469 93.4% △ 7,821千円
訪問入浴介護 19,048,000 10,262,987 53.9% △ 8,785千円
訪問看護 77,791,000 69,702,675 89.6% △ 8,088千円
訪問リハビリテーション 23,476,000 32,602,935 138.9% 9,127千円
居宅療養管理指導 34,392,000 32,647,846 94.9% △ 1,744千円
通所介護 477,339,000 480,123,637 100.6% 2,785千円
地域密着型通所介護 218,077,000 210,749,052 96.6% △ 7,328千円
通所リハビリテーション 215,197,000 200,767,453 93.3% △ 14,430千円
短期入所生活介護 161,857,000 158,490,807 97.9% △ 3,366千円
短期入所療養介護（老健） 9,855,000 12,227,469 124.1% 2,372千円
短期入所療養介護（病院等） 0 0 0千円
短期入所療養介護（介護医療院） 0 0 0千円
福祉用具貸与 162,347,000 169,355,042 104.3% 7,008千円
特定福祉用具販売 10,305,000 9,161,661 88.9% △ 1,143千円
住宅改修 24,319,000 20,966,253 86.2% △ 3,353千円
定期巡回・随時対応型訪問介護看護 2,172,000 3,132,756 144.2% 961千円
夜間対応型訪問介護 0 0 0千円
認知症対応型通所介護 76,501,000 64,850,088 84.8% △ 11,651千円
小規模多機能型居宅介護 59,410,000 75,079,695 126.4% 15,670千円
看護小規模多機能型居宅介護 0 0 0千円
介護予防支援・居宅介護支援 209,686,000 212,832,841 101.5% 3,147千円

5,261,012,000 5,385,969,913 102.4% 124,958千円
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4 サービス別　受給率（％） （利用者数／第1号被保険者数／月数）

計画値 実績値 対計画比 対計画差

年度 R6年度 R6年度 R6年度 R6年度 実績値と計画値との乖離が大きいことについて、その要因等

月数 12か月分 12か月分 12か月分 12か月分

小計 4.47% 4.54% 101.5% 0.07
介護老人福祉施設 1.67% 1.61% 96.7% △ 0.05
地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 0.29% 0.29% 99.7% △ 0.00

介護老人保健施設 2.17% 2.46% 113.4% 0.29 必須
令和６年度当初から介護老人保健施設から介護医療院への転換を見込んでいたが、手続
等の遅延により年度内に開設ができなかったため

介護医療院 0.34% 0.18% 52.0% △ 0.16 必須
令和６年度当初から介護老人保健施設から介護医療院への転換を見込んでいたが、手続
等の遅延により年度内に開設ができなかったため

介護療養型医療施設 0.00% 0.01% 0.01 必須
介護医療院等への転換が遅れている施設が存在したため令和６年度においても利用実績
が発生したものと考えられる

小計 1.66% 1.69% 102.2% 0.04

特定施設入居者生活介護 0.65% 0.73% 112.5% 0.08 必須
市内施設数は変わらないものの、利用者が想定以上に増加し稼働率が高まったことに加
え、市外施設へ入居する被保険者が増加したためと考えられる

地域密着型特定施設入居者生活介護 0.00% 0.00% 0.00
認知症対応型共同生活介護 1.01% 0.96% 95.7% △ 0.04
訪問介護 1.24% 1.23% 98.6% △ 0.02

訪問入浴介護 0.15% 0.08% 53.8% △ 0.07 必須
市内に事業者が存在せず利用しにくいことに加え、多くの高齢者がデイサービスを利用し
て入浴支援を受けているため、訪問入浴の需要自体が低下してことによるものと考えられ

訪問看護 0.98% 0.97% 98.7% △ 0.01

訪問リハビリテーション 0.42% 0.53% 127.1% 0.11 必須
退院後も在宅生活を継続する高齢者が増え、医療から介護へのリハビリ移行が進んでい
ることに加え、市内の医療機関や老健施設による訪問リハ提供体制が拡充し、利用しやす
くなったためと考えられる

居宅療養管理指導 1.93% 1.75% 90.5% △ 0.18
通所介護 2.68% 2.80% 104.7% 0.13
地域密着型通所介護 1.06% 1.10% 104.2% 0.04
通所リハビリテーション 1.60% 1.54% 96.1% △ 0.06
短期入所生活介護 0.84% 0.92% 108.9% 0.08

短期入所療養介護（老健） 0.05% 0.08% 146.8% 0.02 必須
独居や高齢者夫婦世帯の増加などにより在宅生活の継続が難しく、訪問介護や通所介護
といった在宅サービスだけでは対応しきれないケースが増えたためであること、その受け皿
として医療的ケアやリハビリにも対応できる老健ショートの需要が高まったと考えられる

短期入所療養介護（病院等） 0.00% 0.00% 0.00
短期入所療養介護（介護医療院） 0.00% 0.00% 0.00
福祉用具貸与 7.49% 7.41% 99.0% △ 0.07
特定福祉用具販売 0.14% 0.14% 106.9% 0.01

住宅改修 0.15% 0.12% 80.8% △ 0.03 必須
改修すれば長期的に再利用が不要となる性質や、施設入所の増加などにより新規利用者
が少ない、一方で実際に改修を行う利用者は、浴室や段差解消など比較的高額な工事を
選択する傾向が強まり、一人あたりの給付費は増加していると考えている

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 0.01% 0.01% 174.5% 0.00 必須

定期巡回・随時対応型訪問介護看護の受給率が増加したのは、在宅生活を支える仕組み
としてのニーズが高まり、利用希望者が一定数生じたためである。一方で市内に事業者が
存在しないことから十分なサービス提供が難しく、利用頻度や加算算定も限定的となり、一
人当たりの給付費は減少したと考えられる。

夜間対応型訪問介護 0.00% 0.00% 0.00
認知症対応型通所介護 0.30% 0.28% 94.7% △ 0.02

小規模多機能型居宅介護 0.17% 0.20% 117.5% 0.03 必須
市内施設数は2で変わらないものの、独居や高齢夫婦世帯の増加によりニーズが高まり、
既存事業所の稼働率が向上したことが受給率上昇の要因と考えている

看護小規模多機能型居宅介護 0.00% 0.00% 0.00
介護予防支援・居宅介護支援 9.66% 9.98% 103.4% 0.33
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5 サービス別　受給者1人あたり給付費（円） （給付費／利用者数）

計画値 実績値 対計画比 対計画差

年度 R6年度 R6年度 R6年度 R6年度 実績値と計画値との乖離が大きいことについて、その要因等

月数 12か月分 12か月分 12か月分 12か月分

小計 284,353 293,487 103.2% 9,134
介護老人福祉施設 276,400 280,292 101.4% 3,892

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 270,861 298,418 110.2% 27,557 必須
入所者の要介護度が想定より重度化していることや、施設の稼働率が高水準で推移してい
ること、さらに加算の取得状況が拡大していることにより、一人当たりの給付単価が上昇し
ているものと考えられる。

介護老人保健施設 287,618 294,458 102.4% 6,840

介護医療院 313,851 370,904 118.2% 57,054 必須
受給率は計画値よりも低下したものの、利用者の要介護度が高い傾向にあり、また加算取
得の拡大や稼働率の高さにより一人当たりの給付単価が上昇したものと考えられる。。

介護療養型医療施設 0 337,626 337,626 必須
介護医療院等への転換が遅れている施設が存在したため令和６年度においても利用実績
が発生したものと考えられる。

小計 229,403 229,253 99.9% △ 150
特定施設入居者生活介護 180,131 187,988 104.4% 7,857
地域密着型特定施設入居者生活介護 0 0 0
認知症対応型共同生活介護 261,098 260,458 99.8% △ 640
訪問介護 47,083 44,486 94.5% △ 2,597
訪問入浴介護 63,493 63,352 99.8% △ 142
訪問看護 39,052 35,346 90.5% △ 3,706
訪問リハビリテーション 27,554 30,021 109.0% 2,467
居宅療養管理指導 8,738 9,137 104.6% 400
通所介護 87,617 83,894 95.8% △ 3,724
地域密着型通所介護 101,526 93,833 92.4% △ 7,693
通所リハビリテーション 65,930 63,796 96.8% △ 2,134

短期入所生活介護 94,322 84,528 89.6% △ 9,794 必須
比較的軽度の人や短期間の利用が増えてきたこと、加算を多く算定する利用者とそうでな
い利用者が混在するようになり、全体の平均単価が均されて下がったことによるものと考え

短期入所療養介護（老健） 91,250 76,902 84.3% △ 14,348 必須
比較的軽度の人や短期間の利用が増えてきたこと、加算を多く算定する利用者とそうでな
い利用者が混在するようになり、全体の平均単価が均されて下がったことによるものと考え

短期入所療養介護（病院等） 0 0 0
短期入所療養介護（介護医療院） 0 0 0
福祉用具貸与 10,653 11,189 105.0% 536

特定福祉用具販売 37,337 30,952 82.9% △ 6,385 必須
利用者の裾野が広がり受給率は増えているが、購入される用具は比較的低額な手すりや
入浴補助具が中心となり、一人当たりの購入額は小さくなっていると考えている

住宅改修 81,063 86,281 106.4% 5,218

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 181,000 149,179 82.4% △ 31,821 必須

定期巡回・随時対応型訪問介護看護の受給率が増加したのは、在宅生活を支える仕組み
としてのニーズが高まり、利用希望者が一定数生じたためである。一方で市内に事業者が
存在しないことから十分なサービス提供が難しく、利用頻度や加算算定も限定的となり、一
人当たりの給付費は減少したと考えられる。

夜間対応型訪問介護 0 0 0
認知症対応型通所介護 125,002 111,618 89.3% △ 13,384 必須

通常のデイサービスでも認知症高齢者の受入れが進み、重度者の一部も移行したためだ
と考えられる

小規模多機能型居宅介護 170,718 183,121 107.3% 12,403
看護小規模多機能型居宅介護 0 0 0
介護予防支援・居宅介護支援 10,668 10,444 97.9% △ 224
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6 サービス提供体制に関する現状と課題、課題を解決するための対応策等
※特徴や課題を把握し、それらを基に、サービス提供体制の構築方針を見通し、求められる対応や目標等を定めることが重要です。

笠岡市

市町村名 笠岡市

笠岡市の介護保険サービス実績を計画値と比較すると、施設系や通所系の一部では利用が増加する一方、在宅サービスでは減少傾向がみられる。施設系では、介護老人保健施設や短期入所療養介
護が、独居や高齢夫婦世帯など在宅生活を継続できない高齢者の受け皿となり需要が拡大している。居住系では特定施設入居者生活介護が稼働率上昇や市外施設利用の増加で伸びた一方、認知症
対応型共同生活介護は費用負担の大きさや供給過剰の可能性から低調であり、持続的な運営に課題を抱えている。在宅サービスでは、訪問入浴介護が市内に事業者不在で供給不足となり、デイサー
ビスでの入浴支援が一般化した結果、需要が縮小した。訪問看護や居宅療養管理指導も利用が減少し、医療と介護の連携や人材確保の強化が必要である。他方で、訪問リハビリテーションは退院後
支援や在宅生活継続ニーズの高まり、市内医療機関や老健による体制整備が進んだことにより大幅に増加した。通所介護や地域密着型通所介護は利用が増加したが、通所リハビリは減少し、認知症
対応型通所介護は通常デイサービスでの受入れ拡大により軽度者中心となり、一人当たり給付費が低下している。短期入所サービスは利用者数が増加したものの、軽度者や短期間の利用が多く、平
均単価は低下した。特定福祉用具販売は受給率が上昇したが、手すりや入浴補助用具など低額品目が中心で一人当たり給付費は減少した。住宅改修は新規利用が減少する一方で、浴室改修や段差
解消といった高額工事が多く、一人当たり給付費は増加している。こうした状況から見える課題は、①市内に事業者が存在せず供給不足となるサービスがあること、②施設と在宅の利用動向の変化によ
る資源配分の不均衡、③受給率と一人当たり給付費の乖離から見える利用者層の偏り、の三点に整理できる。対応策としては、供給不足分野への新規参入促進や近隣事業者との連携支援により供給
体制を補完することが求められる。さらに重要なのは、施設と在宅の役割分担を明確にし、ケアマネジメントを通じて適切に利用者を誘導することである。具体的には、医療的ケアや長期入所を必要とす
る重度者や介護困難世帯は施設系サービスで受け入れ、自宅での生活が可能な中軽度者については訪問介護・訪問リハ・通所介護など在宅サービスを組み合わせるといった分担が必要である。ケア
マネジャーは心身状況や家族の介護力を踏まえ、過不足のないサービスを提案する役割を担い、在宅では限界がある高齢者を無理に支えることや、逆に施設に過度に集中させることを防ぐ。こうした調
整により、地域全体の資源を効率的に活用しつつ、高齢者本人と家族双方の負担を軽減することができる
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